
学校番号 ３２５ 

令和３年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新編社会と情報 （東京書籍株式会社出版） 

副教材等 Word Excel PowerPoint の基本操作 Office2013（東京書籍株式会社出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

実践的・体験的な授業を中心に、繰り返し練習して社会に出てから役に立つスキルを身につけてい

きましょう。また、情報モラルを身につけ、社会の一員として望ましい態度でいられる人を目指し

ましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させる。 

・情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して、情報を収集、処理、表現させる。 

・効果的にコミュニケーションを行う能力を養い、情報社会に積極的に参画する態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報や情報社会に関
心を持ち、身のまわり
の問題を解決するた
めに、自ら進んで情報
及び情報技術を活用
し、社会の情報化の進
展に主体的に対応し
ようとする。 

情報や情報社会にお
ける身のまわりの問
題を解決するために、
情報に関する科学的
な見方や考え方を活
かすとともに情報モ
ラルを踏まえて、思考
を深め、適切に判断し
表現している。 

情報及び情報技術を
活用するための基礎
的・基本的な技能を
身に付け、目的に応
じて情報及び情報技
術を適切に扱ってい
る。 

情報及び情報技術を
活用するための基礎
的・基本的な知識を
身に付け、社会にお
ける情報及び情報技
術の意義や役割を理
解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
実習作品 
レポート、発表 
相互評価・自己評価 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
レポート、発表 
定期考査の結果 
自己評価・相互評価 
等 

学習状況の観察 
課題作品 
発表 
実技テストの結果 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
定期考査の結果  
等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

情
報
と
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴 

○情報の特徴 

○情報の表現形式 

○ディジタル情報の

特徴 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:情報」がもつ意味やはたらきについて

関心をもっている。情報の信頼性や情

報を検証する方法について関心をも

ち，積極的に情報を検証しようとして

いる。さまざまな情報の表現形式につ

いて関心をもっている。アナログとデ

ィジタルのちがいについて関心をもっ

ている。  

b:「情報」がもつ意味やはたらきについ

て考え，その結果を適切に表現してい

る。情報の価値や信頼性，情報を検証

する方法について考え，判断し，その

結果を適切に表現している。情報を表

現する際の適切な表現形式について考

え，判断している。アナログとディジ

タルのちがいについて考え，適切に判

断している。 

c:情報を適切に収集，処理，表現するた

めの技能を身に付けている。一次情報

を調べたり，クロスチェックを行って

情報を検証したりするための技能を身

に付けている。失われる情報とつけ加

わる情報に注意して，情報の表現形式

を適切に変換することができる。長さ

などのアナログ情報を適切に読みと

り，ディジタル情報として表現するこ

とができる。 

d:「情報」がもつ意味やはたらきについ

て理解している。一次情報・二次情報

といった情報の種類について理解して

いる。情報を検証する必要性や情報の

信頼度を判断する方法について理解し

ている。さまざまな情報の表現形式に

ついて理解している。情報の適切な表

現形式や表現形式を変換すると失われ

る情報やつけ加わる情報があることに

ついて理解している。アナログとディ

ジタルのちがいについて理解してい

る。ディジタル情報の利点と欠点を理

解している。 

受講状況の

確認 

実習へ取り組

む 関 心 ・ 意

欲・態度 

提出作品の

評価 

ノートの内容 



１
学
期 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用 

○ハードウェア 

○ソフトウェア 

○インターネットでの

情報検索 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

a:コンピュータの本体や周辺装置に関心

をもち，積極的に活用しようとしてい

る。OS やアプリケーションなどのソフ

トウェアに関心をもち，積極的に活用

しようとしている。サーチエンジンの

種類や活用のしかたについて関心をも

ち，積極的に活用しようとしている。 

b:コンピュータの中の CPU やメモリ，補

助記憶装置の役割について考えてい

る。OS やユーザインタフェースの役割

について考えている。サーチエンジン

を利用する際に適切なキーワードや効

果的な検索条件を考えている。 

c:コンピュータの基本的な操作がで

きる技能を身に付けている。USB

メモリなどの補助記憶装置を適切

に利用することができる。ファイル

やフォルダを適切に扱うことがで

きる。ロボット型とディレクトリ型

のサーチエンジンを適切に使いこ

なすことができる。 

d:コンピュータの基本的な構成について

理解している。コンピュータ本体のは

たらきや補助記憶装置の種類や特徴な

どについて理解している。OS の役割に

ついて理解している。サーチエンジン

のしくみや情報を絞りこむための方法

について理解している。 

受講状況の

確認 

実習へ取り組

む 関 心 ・ 意

欲・態度 

提出作品の

評価 

ノートの内容 

期末考査 



１
学
期 

人
・ 

社
会
と
の
か
か
わ
り 

○情報社会が人に

及ぼす影響 

○インターネットの活

用 

○電子メールの活用 

○ネット詐欺 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

a:情報社会が人に及ぼす影響や問題点に

ついて関心をもっている。インターネ

ットの特性について関心をもち，イン

ターネットを適切に活用しようとして

いる。電子メールを利用してコミュニ

ケーションを行うことに関心をもち，

適切に活用しようとしている。ネット

上のトラブルや迷惑メールへの対策に

ついて関心をもち，主体的に対応しよ

うとしている。ネット上の詐欺や架空

請求などの問題について関心をもって

いる。 

b:社会の情報化が人に及ぼしている影響

について考え，判断している。インタ

ーネットに情報を発信する際に注意す

べき点について考え，適切に情報を発

信している。電子メールを適切に活用

するために注意すべき点について考

え，適切に判断し，利用している。ネ

ット上のトラブルの原因や対策につい

て考え，その結果を適切に表現してい

る。迷惑メールの対策について考え，

その結果を適切に表現している。ネッ

ト上の詐欺や架空請求の被害にあわな

いように，適切な対応について考え，

判断している。 

c:心身への悪影響がないように，情報機

器を適切に利用することができる。イ

ンターネットを適切に活用してコミュ

ニケーションを行うことができる。電

子メールを送受信するために必要な技

能を身に付けている。迷惑メールの対

策を行うための技能を身に付けてい

る。ネット上の詐欺や架空請求の被害

にあわないように，適切にインターネ

ットを利用することができる。 

d:情報化が社会に及ぼす影響と課題につ

いて理解している。情報技術が生み出

した問題について理解している。イン

ターネットに適切に情報を発信・活用

するための知識を身に付けている。電

子メールの特徴や適切に利用するため

の注意点について理解している。ネッ

ト上のトラブルを回避し，インターネ

ットを適切に活用するための知識を身

に付けている。迷惑メールが社会に及

ぼす影響とその対策方法について理解

している。ネット上の詐欺や架空請求

などの問題が，社会に及ぼしている影

響について理解している。 

受講状況の

確認 

実習へ取り組

む 関 心 ・ 意

欲・態度 

提出作品の

評価 

ノートの内容 

期末考査 



１
学
期 

法
と
の
か
か
わ
り 

○知的財産権 

○著作権 

○個人情報 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:著作権などの知的財産権の保護につい

て関心をもち，法律を守ろうとしてい

る。個人情報やプライバシーを保護す

ることについて関心をもち，個人の責

任を果たそうとしている。 

b:著作権などの知的財産権を保護するこ

との必要性について考え，判断し，そ

の結果を適切に表現している。情報を

保護するための法律や個人の責任につ

いて考察し，その結果を適切に表現し

ている。 

c:著作権などの知的財産権を侵害せ

ずに，情報機器を活用することがで

きる。個人情報やプライバシーを保

護し，法律を守って情報技術を活用

することができる。 

d:著作権などの知的財産権を保護する必

要性や，その法律の目的について理解

している。個人情報やプライバシーの

保護に関連する法律の意義や内容につ

いて理解している。 

受講状況の

確認 

実習へ取り組

む 関 心 ・ 意

欲・態度 

提出作品の

評価 

ノートの内容 

期末考査 



２
学
期 

情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
表
現 

○ディジタル情報の

表し方 

○ディジタル表現-

音・画像 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

a:ディジタル情報がどのように表されるかに

ついて関心をもち，積極的に活用しようとし

ている。数値の情報がディジタル情報として

どのように表されるかについて関心をもっ

ている。文字，音，画像，動画の情報がディ

ジタル情報としてどのように表されるかに

ついて関心をもっている。データ圧縮のしく

みについて関心をもち，積極的に活用しよう

としている。 

b:2 進数と 10 進数の変換の方法について考え，

その結果を適切に表現している。限られたビ

ット数で数値を表現する方法について考え，

その結果を適切に表現している。文字を文字

コードで表現する方法について考え，その結

果を適切に表現している。音，画像，動画を

ディジタル化する方法について考え，その結

果を適切に表現している。データ圧縮のしく

みについて考え，その結果を適切に表現して

いる。 

c:2 進数と 10 進数の変換を行うことができる。

文字を文字コードを使って表すことができ

る。教科書の図のアナログ信号を，手作業で

標本化，量子化，コード化して，ディジタル

情報に変換することができる。画像の解像度

や階調を変えることができる。動画を再生す

ることができる。フレームレートから動画に

必要な静止画の枚数を計算することができ

る。データを圧縮・展開したり，静止画や動

画のファイル形式を変換したりすることが

できる。 

d:ビット，バイトの概念や，ディジタル情報の

量の単位について理解している。2進数と 10

進数の変換のしかたについて理解している。

文字コードのしくみやフォントの特徴につ

いて理解している。音，画像のディジタル化

のしくみについて理解している。画像を扱う

ソフトウェアやファイル形式についての知

識を身に付けている。動画が動いて見えるし

くみを理解している。データ圧縮のしくみや

利点について理解している。 

受講状況の

確認 

実習へ取り組

む 関 心 ・ 意

欲・態度 

提出作品の

評価 

ノートの内容 



２
学
期 

情
報
社
会
に
お
け
る
問
題
解
決 

○問題解決 

○表計算ソフトウェア

の利用 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

a:問題解決やその方法について関心をも

ち，主体的に問題の解決を図ろうとし

ている。具体的な問題解決の手順を学

ぼうとしている。 

b:問題解決のプロセスについて考え，そ

の結果を適切に表現している。 

c:問題解決を行うために，情報機器を効

果的に活用することができる。 

d:問題解決を行うためのプロセスを理解

している。各プロセスの手順や方法を

理解している。 

受講状況の

確認 

実習へ取り組

む 関 心 ・ 意

欲・態度 

提出作品の

評価 

ノートの内容 

期末考査 

３
学
期 

情
報
の
表
現
と
伝
達 

〇情報の発信とその

注意点 

○表現の工夫 

○プレゼンテーショ

ンの流れ 

○プレゼンテーショ

ンの注意点 

○プレゼンテーショ

ンソフトウェアの利

用 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

a:情報を発信することや情報伝達のメデ

ィアに関心をもち，情報を適切に発信

しようとしている。情報を発信すると

きの注意点に関心をもち，積極的に活

用しようとしている。コンピュータを

活用して，多様な形態の情報を統合す

ることやわかりやすく表現することに

関心をもち，積極的に工夫している。

プレゼンテーションの実施や資料作成

に関心をもち，積極的にとり組もうと

している。 

b:情報発信の目的に応じて情報伝達のメ

ディアを適切に選択している。情報を

発信する際に，著作権や個人情報の保

護について考え，適切に情報を扱って

いる。多様な形態の情報をどのように

活用・表現すればよいか考え，その結

果を適切に表現している。プレゼンテ

ーションの目的や対象者をふまえて，

効果的なプレゼンテーションを考えて

いる。 

c:情報発信の目的に応じて適切なメディ

アで発信することができる。情報のデ

ータ量を調べ，圧縮などの適切な方法

でデータ量を小さくすることができ

る。多様な形態の情報を統合化し，伝

えたい情報をわかりやすく表現するこ

とができる。プレゼンテーションソフ

トウェアを活用するための技能を身に

付けている。 

d:情報伝達のメディアの性質を理解して

いる。情報を発信するときの注意点に

ついて理解している。多様な形態の情

報を統合化し，伝えたい情報をわかり

やすく表現するために必要な知識を身

に付けている。プレゼンテーションの

実施や資料作成のための知識を身に付

けている。 

受講状況の

確認 

実習へ取り組

む 関 心 ・ 意

欲・態度 

提出作品の

評価 

ノートの内容 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


